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　　　　　　　　　　令和２年度　第２号
（2020年5月11日号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤井学園寒川高等学校人権・同和教育部
· 新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう！
全国的な感染拡大が続く新型コロナウイルス。各地で外出自粛が呼びかけられる中、数ヶ月前までの日常からガラッと変わってしまい、不安な毎日を過ごしている人も多いのではないかと思います。そんな中、日本赤十字社が「新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう！」というサポートガイドを公開しました。下にまとめましたので、コロナウイルスの3つの感染症で、みなさんの心まで苦しむことのないよう、参考にして下さい。
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「新型コロナウイルスが怖いのは、『３つの感染症』という顔があることです。知らず知らずのうちに私たちも影響を受けていることをみなさんはご存知ですか？」

この『３つの感染症』とは、

第１：病気

第２：不安
[image: image7.png]KHVES

NEDYIKBMR#HIR® DARAL
P HOINERIUC M S R”
QROBSNVRNSKE @it
FOKMLRSNED ROKBQCH
OHINHURISO b
NWEOBRL0SI8FMRVIOR"
KOVR - BVvR - TRYKKRRY
BR EvEULRO<HEKOM
Stutste®

7y
D




第３：差別

です。

第１の感染症は「病気そのもの」。重症化して肺炎を起こすなど、身体に影響を及ぼす危険があります。
第１の感染症を防ぐためには、一人一人の防衛行動の徹底が不可欠です。手洗い、咳エチケット、人混みを避けるといった行動を心がけましょう。
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そして、第２の感染症は、ウイルスに対する「不安と恐れ」。

まだまだ分からないことが多いことから、新型コロナウイルスへの不安や恐れが「私たちの心の中でふくらみ、気づく力・聴く力・自分を支える力を弱め、瞬く間に人から人へと伝染していく」ことで、人々が振り回されてしまいます。
第２の感染症に振り回されないためには、気づく力・聴く力・自分を支える力を高めることが重要です。立ち止まって一息入れることや、なにかと感染症に結び付けて考えないようにする、安心できる相手とつながるなど、ちょっとした心掛けが大切です。

最後の、第３の感染症は「嫌悪・偏見・差別」。

「不安や恐れは人間の生き延びようとする本能を刺激します。ウイルス感染にかかわる人や対象を日常生活から遠ざけたり、差別するなど、人と人との信頼関係や社会のつながりが壊されてしまいます。

「あの人は咳をしている、コロナなんじゃないか」

「コロナウイルスが流行っている地域のものを買うのはやめよう」

「熱があるけど、黙っていよう」・・・
第３の感染症を防ぐためには、「確かな情報」と、差別的な言動に同調しないこと、感染を拡大させないように対応している全ての人に“ねぎらい”と“敬意”を払うことが重要です。それぞれの立場でできることを行いながら、1つになって負のスパイラルを断ち切りましょう。
未知の感染症への対応は、医療そのものの困難さだけでなく、その病気に関連する人や地域を遠ざけよう、自分の目の前から排除しようとする心理が働きます。

感染者の急激な増加や海外での医療崩壊、また、自身の生活への影響を目の当りにして、全く不安を覚えない人はいないと思います。ワクチンや特効薬が開発され、沈静化の道のりが見えない限り、不安は積み重なる一方です。そこから差別・非難へは簡単につながってしまいます。

今の状況は、苦しい長期戦になるといわれています。人と身体の距離は遠くに、こころの距離は近くに置いてください。

病気に起因する差別は社会の分断を生み（人種、国、地域、世代など）、人々が連帯して病気に立ち向かう力を弱めてしまいます。感染対策の最前線に立っている方々へのねぎらいと敬意を忘れずにいてください。今は誰かを非難するときではありません。不安に飲み込まれないよう、社会が一丸となってこの緊急事態を乗り越えられるよう1歩立ち止まって考え、今、あなたがやるべきことをしっかりやるときです。

いじめや偏見に悩んだら
24時間子供SOSダイヤル0120-0-78310まで

寒川高校


人権だより


～寒川高校の人権・同和教育～

















